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本気で学ぶ姿勢を培うために 

校長 西村 浩 

今年度の小中高連合運動会が成功裏に終了しました。 

保護者、地域の皆様には、児童・生徒の本気の姿に盛大な拍手や温かな声援をいただきました。

誠にありがとうございました。 

本校では、９月から連合運動会に向けて練習を始め、運動に親しむ態度を育てたり、規律ある

集団行動を身に付けたり、責任感や連帯感を養ったりすることができるように指導してきました。

そんな中、児童は学年や全体練習、応援団練習などを積み重ね、自分のもっている力を高めてい

きました。 

私は、９月１５日（火）の１回目の全体練習で、「自分のもっている力を十分に発揮しよう」と

話をしました。児童は、それぞれもっている力が違います。いかに本番に向けて、本気になって

自分のもっている力を発揮できるかは本人次第です。 

そして本番９月２７日（日）、児童は自分のもっている力と今まで積み重ねてきた練習の成果を

十分に発揮し、全力で演技や競技に挑みました。児童にとって思い出に残る、成長に導いた価値

ある連合運動会になったと思います。応援合戦では、６年生の応援団長、４・５・６年生の応援

団員を中心に赤組、白組の士気を高め、そのことが最後まであきらめない、団体種目での力強い

動きや走り、表現の美しさなどにつながったのではないでしょうか。 

ラグビーのチームプレー精神を表す言葉に、 

「一人はみんなのために、みんなは一人のために」 

「一人はみんなのために、みんなは勝利のために」があります。 

この言葉のように、児童は連合運動会に向けてより良い人間関係を築いてきたのだと思います。

児童が体験したことは、児童にとって新たな意欲をもたらし関心を高めます。それによって本気

で学ぶ姿勢が培われます。 

学校では、各教科・領域等全ての教育活動を通して、こうした姿勢を醸成し続けています。そ

こには「準備がしっかりできること」「話をしっかり聞くこと」が土台になります。児童が学習活

動や特別活動、学校行事などに向けてよい準備をつくり出したり、話をうなずきながら聴いたり

したときに、児童の理解が深まり成立します。そうなるためには、児童に寄り添って教えたり、

一緒に行動したり、目は離さないが少しずつ手を離していったりすることが必要です。そして、

児童自身が気付き、行動したときに大いに褒めてあげることが大切です。 

連合運動会が終わり、１１月には学芸会があります。児童と先生方が一緒に考え創り上げてい

く、児童主体の学芸会になることを今から期待しています。そして、児童が力を発揮し感動する

２学期になるように努めてまいります。 

保護者、地域の皆様には、今後もご支援とご協力をお願いいたします。 
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小中高連合運動会                            

 運動会に向けて、自分の目標を立て、毎日の練習に励んできた子供たち。校庭の練習では、大きな

動きや掛け声で表現や団体競技の練習に一生懸命に取り組む姿が見られ、気持ちの高まりが感じられ

ました。 

本番では、練習の成果を発揮して全力で競技に取り組む姿が輝いていました。赤組白組の掛け合い

が白熱する応援合戦、ゴールを目指して全力で走り切る短距離走、仲間との協力が必須の団体競技と

表現種目。競技を終えた子供たちの表情からは、達成感と充実感が感じられました。 

当日は、早朝からたくさんの保護者の皆様、地域の皆様、ご来賓の皆様にご来校いただき、温かい

拍手と声援を送っていただきました。子供たちにとって、その応援は大きな力となり、自信となりま

した。最後まで見守っていただき、本当にありがとうございました。子供たちは、運動会を通し 

て努力することの大切さやみんなで協力して作り上げることの大変さ、素晴らしさを学ぶことができ

ました。この学びを今後の学校生活に生かしていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童一人一台端末の活用について                 

本校では、令和３年度より導入された１人１台端末を活用し、ICT を取り入れた学習活動を進めて

います。ICT 機器を「使うこと」自体を目的とするのではなく、子供たちの学びをより充実させるた

めの道具の一つとして、発達段階や学習内容に応じた活用を進めています。 

家庭学習では、学年に応じて学習用端末を持ち帰り、「ミライシード」内のドリル教材（ドリルパー

ク）や学校で作成した学習用アプリ、タイピング練習などに取り組んでいます。こうした取組を通し

て、基礎的・基本的な学力の定着を図るとともに、自ら学習に取り組む習慣を身に付けることを目指

しています。校内での学習においても、授業の振り返りを端末に記録することで、自分の学習内容や

考えの変化を振り返ったり、友達の考えを共有したりする活動に活用しています。また、総合的な学

習の時間等では、学んだことを分かりやすく伝えるためのスライド作成について、ICT 訪問支援員か

ら学ぶ機会も設けています。 

さらに、一人一人の学習上の困難さに応じた支援にも ICT を活用しています。例えば、読むことに

困難さのある児童に対して、文字の拡大や音声による読み上げなどのデジタル機能を活用することで、

学習に取り組みやすい環境づくりを進めています。また、学年や発達段階に応じたプログラミング学

習等にも取り組み、ICT を適切に活用する力を育てています。 

今後も、端末を「持ち帰ること」や「使うこと」だけが目的とならな

いよう、ICT を活用することで「何ができるようになったのか」「学び

がどのように深まったのか」を大切にしていきます。 

子供たちがこれからの社会を生きていくために必要な力を身に付け、

自ら ICT を適切に選択・活用しながら学びを深めていけるよう、学校と

家庭が連携しながら取組を進めてまいります。 

保護者の皆様におかれましても、本校の ICT 活用へのご理解とご協

力をお願いいたします。 

 

 



夢の教室                                
９月９日（水）元サッカー日本代表なでしこジャパンの泊 志穂選手に来校していただき、「夢」に

ついての授業を行っていただきました。前半は、体育館で体を動かし、協力することの大切さを学び

ました。後半は人生について考える授業でした。上がったり、 

下がったりする人生の中でどのようなことを意識して歩んで 

いくとよいか、元アスリートの視点で話していただきました。 

 泊先生から「自分の好きなことが必ず役に立つ」という 

素敵な言葉をもらいました。前向きな想い、発言、行動で 

自分の人生をよりよくしてほしいです。 

校内研究について ～「〇〇したい」があふれる授業を目指して～                    

「校内研究」とは、子供たちによりよい学びの機会を提供するために、教員同士で授業を見合い、

話し合いながら、日々の授業をよりよいものにしていく取組です。 

本校では、昨年度までの研究を生かし、今年度も「自分の考えをもち、表現できる児童の育成」を

研究主題としています。そして、今年度は特に、「〇〇したい」があふれる生活科・社会科の授業づく

りを通して、子供たちが「もっと知りたい」「調べてみたい」「友達に伝えたい」「自分だったらこうし

たい」と、主体的に学びに向かう授業を目指しています。 

1 学期には、第 2 学年生活科「生きものなかよし大さくせん」で研究授業を行いました。子供たち

が自分の思いや願いをもち、その実現に向けて試したり、友達と伝え合ったりする姿を大切にしなが

ら、生活科における「深い学び」とは何かについて、教員全体で考えました。 

2 学期には、第 6 学年社会科「武士の世の中へ」で研究授業を行いました。歴史上の出来事をただ

覚えるだけではなく、資料を基に考え、友達との交流を通して考えを広げたり深めたりする学習を行

いました。子供たちが歴史的な出来事を関連付けながら、「なぜだろう」「自分はこう考える」と自分

なりの考えを形成し、表現していく姿を目指しました。 

研究授業の後には、講師の廣嶋憲一郎先生からご指導をいただ

きながら、子供たちの姿を基に、授業の成果や課題について教員

全体で協議しています。研究授業だけで終わらせるのではなく、

そこで得た学びを日々の授業に生かし、学校全体の授業改善につ

なげています。 

これからも、子供たち一人一人の「〇〇したい」という思いを

学びの原動力にしながら、自分の考えをもち、友達と伝え合い、

さらに考えを深めていくことのできる児童の育成を目指して、授

業改善に取り組んでいきます。 

地域学校保健委員会について                      

「朝なかなか起きられず辛そう」「勉強中に集中が続かない」「夜ふかし気味で心配…」など、お子

さまの睡眠や生活習慣について気になることはありませんか？子供の学力・運動能力・心の安定には

「質の良い睡眠」が不可欠です。 

そこで、公益財団法人神経研究所精神神経科学センター センター長 髙橋清久様 をオンライン

にて講師にお招きし、地域学校保健委員会を開催します。多くの方のご参加をお待ちしております。 

日 時 令和８年１０月８日（木）午後３時４０分から午後４時３０分まで 

会 場   小笠原小中学校 体育館軽運動室  

テーマ 「児童生徒の睡眠と成長について」 

講 師   公益財団法人神経研究所 精神神経科学センター 

       センター長  髙橋 清久 様 



 
行事予定表（10 月）                            

日 曜 船 朝 食 行事 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

1 木   牛乳 都民の日 5 5 6 6 6 6 

2 金   牛乳  5 5 5 5 5 5 

3 土 入          

4 日    連合運動会予備日①、英検       

5 月  全校朝会 牛乳 委員会活動、連合運動会予備日②、図書館整備日 4 5 5 5 6 6 

6 火 出  ﾖｰｸﾞﾙﾄ  5 5 5 6 6 6 

7 水  芝生の日 牛乳 ６年都レンジャー授業 4 4 5 5 5 5 

8 木   牛乳 
特別支援進路懇談会、学校保健委員会、 

５年カメ学習（扇浦） 
5 5 6 6 6 6 

9 金   牛乳 個人面談①、図書ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ読み聞かせ、３年農協見学 5 5 5 5 5 5 

10 土 入   数検       

11 日           

12 月    スポーツの日       

13 火 出  牛乳 ロング昼休み（２・４・６年） 5 5 5 6 6 6 

14 水  ４年音楽朝会 牛乳 個人面談② 4 4 5 5 5 5 

15 木   飲ﾖｰｸﾞﾙﾄ 金曜時程５時間授業、個人面談③、６年移動教室前健診 5 5 5 5 5 5 

16 金   牛乳 個人面談④、ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

17 土 入   ブイフロート撤去       

18 日    ブイフロート撤去予備日       

19 月  全校朝会 牛乳 クラブ活動 4 5 5 6 6 6 

20 火 出  1~5 牛乳 ６年母島移動教室①、ロング昼休み（１・３・５年） 5 5 5 6 6 6 

21 水   1~5 牛乳 ６年母島移動教室② 4 4 5 5 5 6 

22 木   1~5 牛乳 ６年母島移動教室③ 5 5 6 6 6 6 

23 金   牛乳 ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

24 土 入   漢検       

25 日           

26 月  全校朝会  
安全指導、笑顔と学びのプロジェクト、 

４時間授業弁当なし（母島小中学校研究授業のため） 
4 4 4 4 4 4 

27 火 出  牛乳 ６年母島移動教室予備日①、高学年相撲練習 5 5 5 6 6 6 

28 水  児童集会 牛乳 ６年母島移動教室予備日②、低学年相撲練習 4 4 5 5 5 5 

29 木   牛乳 ６年母島移動教室予備日③ 5 5 6 6 6 6 

30 金   牛乳 ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

31 土           

11/1 日 入          

2 月  全校朝会 牛乳 
委員会、ふれあい月間(３０日まで)、 

読書推進週間(６日まで) 
4 5 5 5 5 5 

3 火    文化の日       

4 水 出  牛乳  4 4 5 5 5 5 

5 木   牛乳  5 5 6 6 6 6 

6 金   牛乳 学校公開、ＳＣ 5 5 5 5 5 5 

7 土    学校公開、土曜授業４時間授業弁当なし 4 4 4 4 4 4 

8 日 入   英検２次       

【お知らせとお願い】 

・「各学年」の欄の数字は、授業時数となります。 

・予定に変更があった場合は、学級通信等でお知らせします。 

・牛乳・ヨーグルト飲料・ヨーグルトの提供日は、入出港や賞味期限の関係で入れ替わることがあります。 

・「行事」の欄のＳＣは、スクールカウンセラーの来校日となります。 

・予告なしの避難訓練があります。 


